
３１部落マイノリテイに対する忌避・差別軽減にむけて

特
集

（
１
）
 

「
被
差
別
部
落
民
」
と
称
さ
れ
う
Ｃ
部
落
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す

る
忌
避
・
差
別
は
、
い
ま
だ
解
消
し
て
い
な
い
。
で
は
、
そ
う
し

た
集
団
に
対
す
る
忌
避
・
差
別
を
軽
減
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う

部
落
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
忌
避
・
差
別
に
対
す
る
忌
避
・
差
別
を
軽
減
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
必
要
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
論
文
で
は
、

忌
避
・
差
別
を
軽
減
さ
せ
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
「
人
極
・
民
族
」
に
対
す
る
偏
見
解
消
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
「
接
触
仮
説
」
を
手
が
か
り
と
し
、
「
接
触
」

が
部
落
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
忌
避
・
差
別
の
軽
減
を
も
た
ら
す
の
か
ど
う
か
、
検
討
を
行
う
。
そ
の
結
果
、
「
接
触
仮
説
」
が
部
落
問
題
に
お
い
て
も
有
効

で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
前
提
条
件
と
し
て
、
「
日
本
社
会
」
に
お
い
て
、
部
落
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
存
在
が
積
極
的
な
意
味
合
い
で
の
顕
在
化
す
る
こ
と
、
も

う
一
方
で
、
部
落
外
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
が
「
部
落
」
と
い
う
多
様
性
を
承
認
し
て
い
く
こ
と
、
こ
れ
ら
が
寵
要
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

要
約

は
じ
め
に

部
落
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
忌
避
・
差
別
軽
減
に
む
け
て

Ｉ
「
接
触
仮
説
」
を
手
が
か
り
に
Ｉ

な
方
法
が
必
要
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
論
文
で
は
、
忌
避
・
差
別
を
軽
減
さ
せ
る
方
法
の
一
つ
と
し

て
「
人
種
・
民
族
」
に
対
す
る
偏
見
解
消
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ

る
「
接
触
仮
説
」
を
手
が
か
り
と
し
、
「
接
触
」
が
部
落
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
に
対
す
る
忌
避
・
差
別
の
軽
減
を
も
た
ら
す
の
か
ど
う

か
、
検
討
を
行
う
。
デ
ー
タ
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
て

内
田
龍
史
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3２ 

部
落
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
忌
避
や
差
別
を
生
じ
さ
せ
る
要

因
の
う
ち
、
偏
見
が
非
常
に
重
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
Ｇ
・
オ
ル
ポ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
偏
見
は
以
下
の
よ

う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
集
団
に
所
属
し
て
い
る
か
ら
と
か
、
そ
れ
ゆ
え
に
ま
た
、

そ
の
集
団
の
も
っ
て
い
る
嫌
な
特
質
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
と
か
い
う
理
由
だ
け
で
、
そ
の
人
に
対
し
て
向
け
ら
れ

る
け
ん
お
の
態
度
、
な
い
し
は
敵
意
あ
る
態
度
で
あ
る
。

（
ど
一
Ｃ
ｏ
Ｒ
の
・
三
」
＠
ｍ
』
Ⅱ
一
九
六
八
、
七
頁
）

き
た
意
識
調
査
項
目
の
中
で
も
部
落
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
部
落
外
マ

ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
の
つ
き
あ
い
を
問
う
た
項
目
を
用
い
る
。

は
じ
め
に
「
接
触
仮
説
」
に
関
す
る
理
論
と
そ
の
有
効
性
に
つ

い
て
概
観
す
る
。
次
に
、
部
落
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
忌
避
的

態
度
が
「
接
触
」
要
因
に
よ
っ
て
違
い
が
見
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
、

各
種
の
調
査
か
ら
え
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
分
析
を
行
う
。
続

い
て
、
本
論
文
の
知
見
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、

最
後
に
〈
部
落
差
別
の
解
消
に
む
け
て
の
「
接
触
仮
説
」
の
可
能

性
に
つ
い
て
、
特
に
「
顕
在
化
」
の
問
題
に
焦
点
を
当
て
て
議
論

す
る
。

「
接
触
仮
説
」
と
は
何
か

た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
検
討
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

最
も
有
力
な
仮
説
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
オ
ル
ポ
ー
ト
自
身
が

提
唱
し
、
後
に
「
接
触
仮
説
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。
「
接
触
仮
説
」
と
は
、
相
手
に
対
す
る
知
識
の
欠
如
が

偏
見
形
成
に
関
わ
っ
て
い
る
た
め
に
、
異
な
る
集
団
間
の
成
員
が

「
接
触
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
両
者
の
関
係
が
改
善
さ
れ
る
と
す

る
。
た
だ
し
、
オ
ル
ポ
ー
ト
は
、
単
な
る
「
接
触
」
、
偶
然
の
「
接

触
」
だ
け
で
は
偏
見
を
解
消
さ
せ
ず
、
む
し
ろ
「
接
触
」
が
多
く

な
る
ほ
ど
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
な
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
た
。
つ
ま

オ
ル
ポ
ー
ト
の
主
題
は
、
「
人
種
・
民
族
」
に
対
す
る
偏
見
で

あ
っ
た
。
部
落
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
偏
見
は
、
「
人
種
・
民
族
」

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
偏
見
と
か
な
り
類
似
し
た
特
徴
を
持

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
民
族
的
偏
見
は
以
下
の
よ
う
な
定
義
が

な
さ
れ
て
い
る
が
、
「
民
族
的
」
に
あ
た
る
箇
所
を
、
「
部
落
に
対

す
る
」
と
い
う
コ
ト
バ
に
置
き
換
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

い
。
（
シ
一
一
℃
。
貝
○
・
三
｜
前
掲
、
八
頁
）

で
は
、
そ
う
し
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
偏
見
を
解
消
す
る

民
族
的
偏
見
と
は
、
誤
っ
た
、
柔
軟
性
の
な
い
一
般
化
に
基

づ
い
た
反
感
で
あ
る
。
そ
れ
は
意
識
さ
れ
た
り
、
表
明
さ
れ

た
り
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
ま
た
、
集
団
全
体
に
向

け
ら
れ
る
か
、
ざ
も
な
く
ぱ
、
そ
の
集
団
の
メ
ン
バ
ー
で
あ

る
と
い
う
理
由
で
、
あ
る
個
人
に
向
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
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り
、
「
接
触
」
は
、
偏
見
の
解
消
だ
け
で
は
な
く
、
ス
テ
レ
オ
タ

イ
プ
を
立
証
す
る
可
能
性
も
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
接

触
」
の
結
果
と
し
て
、
例
え
ば
「
あ
の
人
は
部
落
の
人
や
け
ど
、

あ
の
人
自
身
は
い
い
人
や
で
」
と
い
う
よ
う
に
、
相
手
集
団
に
つ

い
て
の
偏
見
を
保
持
し
た
ま
ま
、
個
人
的
な
理
解
に
と
ど
ま
る
こ

と
も
あ
る
。

そ
こ
で
オ
ル
ポ
ー
ト
は
、
「
接
触
」
が
行
わ
れ
る
際
の
望
ま
し

い
条
件
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

偏
見
は
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
が
、
対
等
の

地
位
で
共
通
の
目
標
を
追
求
す
る
接
触
に
よ
っ
て
減
少
す
る

だ
ろ
う
。
こ
の
効
果
は
、
接
触
が
制
度
的
な
支
援
に
よ
っ
て

是
認
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
さ
ら
に
接
触
が
こ
の
二
つ
の
集

団
メ
ン
バ
ー
間
の
共
通
の
利
害
や
共
通
の
人
間
性
な
ど
に
つ

い
て
の
知
覚
を
呼
び
起
こ
し
て
い
る
た
ぐ
い
の
も
の
で
あ
る

場
合
に
は
、
お
お
い
に
高
め
ら
れ
る
（
シ
－
－
８
Ｒ
の
・
三
．
前
掲
、

二
四
一
頁
）
。

つ
ま
り
、
①
対
等
な
地
位
（
の
Ｐ
目
」
円
・
目
の
国
巨
⑫
三
三
曰
Ｓ
①

、
冒
昌
目
）
、
②
共
通
の
目
標
（
８
日
Ｂ
Ｃ
ｐ
ｍ
・
四
一
の
）
、
③
制
度
的
な

支
援
（
四
日
面
目
ｑ
の
厚
恩
○
門
［
）
、
④
集
団
間
の
協
力
（
目
①
侭
『
・
ロ
ロ

８
８
の
『
目
○
口
）
を
、
偏
見
を
取
り
の
ぞ
く
た
め
の
最
適
な
集
団
間

接
触
の
条
件
と
し
た
の
で
あ
る
。

オ
ル
ポ
ー
ト
以
降
も
接
触
仮
説
は
支
持
さ
れ
、
そ
の
効
果
的
な

条
件
を
再
確
認
す
る
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ク
ッ
ク
（
己
忠
）
は
、

「
地
位
の
平
等
性
」
「
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
反
証
す
る
行
動
を
促
進

す
る
関
係
」
「
相
互
依
存
性
」
「
個
人
と
し
て
知
り
合
う
機
会
」
「
平

等
な
関
係
を
良
し
と
す
る
社
会
規
範
」
を
指
摘
し
て
い
る
。
ブ
ラ

ウ
ン
（
］
＄
、
Ⅱ
’
九
九
九
）
も
そ
の
条
件
と
し
て
、
「
接
触
を
促
進

す
る
た
め
の
方
策
に
社
会
的
制
度
的
な
支
持
が
な
さ
れ
る
こ
と
」

（
社
会
的
お
よ
び
制
度
的
な
支
持
）
、
「
接
触
は
当
該
集
団
成
員
間
の

意
味
の
あ
る
関
係
性
を
発
達
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
十

分
な
頻
度
、
期
間
、
お
よ
び
密
度
の
濃
さ
で
行
わ
れ
る
こ
と
」

ら
し
つ

（
知
悉
可
能
性
）
、
「
接
触
状
況
で
は
当
事
者
は
で
き
る
限
り
対
等

な
地
位
で
あ
る
こ
と
」
（
対
等
な
地
位
）
、
「
接
触
に
は
協
同
活
動

を
含
む
こ
と
」
（
協
同
）
の
四
つ
を
あ
げ
て
い
る
。
上
瀬
（
二
○

○
○
）
は
、
「
接
触
仮
説
」
に
関
す
る
こ
れ
ら
の
研
究
の
知
見
か
ら
、

両
者
が
平
等
な
立
場
で
協
同
活
動
を
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
活

動
を
強
く
支
持
す
る
よ
う
な
制
度
や
体
制
が
重
要
で
あ
り
、
こ
の

協
同
活
動
が
十
分
に
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
・
偏

（
２
）
 

見
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
る
と
概
括
し
て
い
る
。

本
節
で
は
、
「
接
触
仮
説
」
の
知
見
を
踏
ま
え
、
部
落
外
マ
ジ

ョ
リ
テ
ィ
の
部
落
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
の
つ
き
あ
い
の
有
無
と
程
度

二
部
落
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
の
「
接
触
」
の
効
果

部落解放研究Nql5620042



3４ 

部
落
外
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
を
対
象
と
し
て
、
部
落
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

と
の
つ
き
あ
い
の
有
無
を
問
う
項
目
を
含
む
調
査
は
そ
の
総
量
か

（
３
）
 

ら
す
る
と
か
な
り
少
な
い
も
の
の
、
存
在
す
る
（
資
料
Ｉ
）
。
た

だ
し
、
そ
う
し
た
つ
き
あ
い
と
忌
避
的
態
度
の
関
係
に
つ
い
て
、

ク
ロ
ス
集
計
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
は
少
な
く
、
筆
者
が
発
見
で

き
た
限
り
で
は
、
十
数
点
に
す
ぎ
な
い
（
資
料
Ⅱ
）
。
本
節
で
は
、

こ
れ
ら
の
「
接
触
」
と
忌
避
的
態
度
と
の
ク
ロ
ス
集
計
が
行
わ
れ

て
い
る
調
査
報
告
書
の
検
討
を
行
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
報
告
書

に
つ
い
て
は
、
資
料
Ⅱ
の
よ
う
に
、
調
査
地
域
・
調
査
年
次
・
サ

ン
プ
リ
ン
グ
方
法
・
調
査
法
な
ど
、
か
な
り
の
多
様
性
が
見
ら
れ

を
「
接
触
」
と
読
み
替
え
、
そ
れ
ら
の
経
験
が
、
部
落
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
に
対
す
る
忌
避
的
な
態
度
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の

か
、
各
種
の
調
査
報
告
書
か
ら
え
ら
れ
る
デ
ー
タ
を
用
い
て
検
討

を
行
う
。
同
様
の
分
析
と
し
て
は
、
奥
田
（
二
○
○
二
）
の
研
究

が
あ
げ
ら
れ
る
。
奥
田
は
、
二
○
○
○
年
に
大
阪
府
で
行
わ
れ
た

同
和
問
題
に
関
す
る
意
識
調
査
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
同
和
地
区

を
含
む
中
学
校
区
に
居
住
す
る
府
民
を
対
象
に
、
同
和
地
区
住
民

と
つ
き
あ
い
が
あ
る
人
ほ
ど
忌
避
的
態
度
が
弱
い
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
が
、
こ
の
知
見
は
他
の
調
査
に
お
い
て
も
支
持
さ
れ
る
だ

ろ
う
か
。

１
各
種
調
査
報
告
書
の
検
討

る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
「
接
触
」
は
忌
避
的
態
度
の
軽
減
に
効
果

を
あ
た
え
て
い
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

筆
者
の
知
る
限
り
で
は
、
最
も
早
期
に
「
接
触
」
と
忌
避
的
態

度
が
ク
ロ
ス
集
計
さ
れ
て
い
る
の
は
、
福
岡
県
で
一
九
七
七
年
に

行
わ
れ
た
「
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
意
識
調
査
」
（
資
料
Ｉ
、
４
～

７
）
で
あ
る
。
福
岡
県
調
査
で
は
、
「
同
和
地
区
」
の
人
と
の
関

係
と
い
う
調
査
項
目
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
質
問
項
目
は
「
あ
な

た
と
「
同
和
地
区
』
の
方
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
も

の
、
ぜ
ん
ぶ
に
ｖ
印
を
お
つ
け
く
だ
さ
い
」
と
な
っ
て
お
り
、
回

答
肢
は
、
「
自
分
の
家
族
の
な
か
に
、
『
同
和
地
区
』
出
身
の
人
が

い
る
」
「
自
分
の
親
せ
き
の
な
か
に
、
『
同
和
地
区
』
出
身
の
人
が

い
る
」
「
自
分
の
親
し
い
友
人
の
中
に
「
同
和
地
区
』
出
身
の
人

が
い
る
」
「
自
分
の
仕
事
の
上
で
関
係
し
て
い
る
人
の
な
か
に
、
『
同

和
地
区
』
出
身
の
人
が
い
る
」
「
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
町

内
会
や
隣
組
の
な
か
に
、
『
同
和
地
区
』
出
身
の
人
が
い
る
」
「
と

（
４
）
 

く
に
な
い
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
接
触
仮
説
」
に
依
拠
す
れ
ば
、
「
親

し
い
友
人
が
い
る
」
層
で
は
忌
避
的
態
度
は
少
な
く
、
逆
に
「
と

く
に
な
い
」
と
回
答
し
た
層
で
は
忌
避
的
態
度
は
強
く
あ
ら
わ
れ

る
は
ず
で
あ
る
。

図
１
は
、
「
同
和
地
区
」
の
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
問
う
た
も

の
で
あ
る
。
「
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３５部落マイノリテイに対する忌避・差別軽減にむけて

資料Ｉ接触項目を含む調査報告書一覧

柱「忌避」で、「○」となっているものは恐避的態度とのクロス集計が行われているものである。

部落解放研究Nql5620042

涛丹鑑群J1ﾐKＦタイトル忌紛

】大阪iii同和対策部１９６８同111問題に関する意識調査×

２和歌山県耶弼郡桃山ﾛ』１９７７
同和IiI1題にI10するアンケート結采による今後牧育を進める上での課題と留愈

尚
× 

３幅lul県19781面ljIII問題についての近畿調査結来報告聾ｘ

４福岡県１９７８同fIllHI題についての恵識調在結果報告書〔北九州生活圏絹〕○

５福岡県１９７８同和間翅についての意塗調査結果報告書〔福岡生活圏網〕０

６福岡県１９７８同和llll題についての意識調壷結采戦告密〔筑後生活圏篭〕○

７福岡殿１９７８同和問題についての意識調交結果報告番〔筑豊生活圏鱈）○

８広島県l9791ii】111問題調査結果報告杏×

９広島県1979同和IMI題閣査結果統計表一県民の「同和'111題」に関する窓識×

1０大阪市１９７９大限市民の「同和問題）に1mする意識調垂報告書く資料糧＞○

1１奈良県1980同和問題意識ifI盃結来報告瞥（Ｂ調盗）×

1２奈良県１９８０同和問題意識調査結果統計饗（ＢHBI壷）○

1３尼崎ilil981「lijI和問題」についての尼崎TIT民の意識調査結果報告書×

1４山1ｺ鼎教育委貝会１９８１同和問題に関する意織餌査結果報告書（資料縮）ｏ

ｌ５１１ＩにI鼎教育委員会１蝿ｌ「lijl和IMI題」に関する意識調売結果報告杏〔分析題〕×

1６広島県安芸津ﾛI198】安芸iItIﾖJ民の「同和問題」についての意識調狂報告譜ｘ

ｌ７広島県安芸津町１兜１同和問題調査結果統計剴一「同和問題」に関する意識○

1８広島県世羅郡甲111町１兜lIIlII｣町民の「I司和問題についての意識調査」報告醤（分析鵜）ｘ

ｌ９高知鰹１９８２同和問題にI１０する意識調査報告iliｘ

2０川西TIT．Ⅱ1面市同和対雄癬議会１兜２川西iliにおける「1可扣問題」についての意識調従報告醤ｘ

２１ｊｌＩ西市・ＩⅡ西il『同和対漿審繊会ｌ９８２川西市における「同和問迩」についての意識調盗統計表○

配京都市1911図１m]lllIII]Iul意識調査報告書（概要版）×

麓１１(島県大崎町１９ｉｉ２大崎町民の「|可和間ＩＭＩ」についての意識謝金報需i1i×

別広島1M;安芸郡熊野町１９槌熊Ff町民の「１面}和'111麺についての意識調査」報椅脅×

2５京都市】9挺１面]和問題意識調査報告将×

2６広島11ｌ御調郡向島町ｌ９８３向島町民の〔ｌｉｉｌ和１１１１題についての懲織調盃」報告課ｘ

2７広島鼎東腹島市１９別［`1和IIII麺'二対する住民窓ii鼠鋼従結果報告召：ｘ

蝿堕島県騒Ｈ１郡木ｉＬ印19艶木江ﾛJ1造の「Iiil和'111麺」についての童識調森報告将ｘ

2９広島県農浜可19鋼賎i1iHl民の「同和MH題」についての迩鐵劉悲報告醤×

3０広島県豊浜町１９８４盟浜町民の「I可和問題」についての意識鋼交統計表○

31福岡県粕屋郡古賀町１兜５IijI和問題にllUする意識詞査報告害○

3２広島県呉iIil985典市民の「同和IMI題'二ついての意識調査」報告沓ｘ

3３庄烏県題IⅡME東野町１９８５束野町民の「同和問題」についての意識鋼交結果報告ikI×

拠咳島1片1畳Iu郡瀬戸、町１兜５瀬ﾉｺﾞⅡ1町Iﾆおける「I可和IlBI池」についての意識調査報告幾ｘ

3５広働県安芸郡江IH島町１９８５江田島町の「同和IHI組についての意識閑査」報告密○

3６北九州市教育委員会１９８６１可和'111題についての北九州市民の窓畿と態度○

3７ 
尼IMi市1句和問題鋼査委員会・尼

崎市
19蹄「同和11M麺」についての尼崎市民の意識劉盃結果報告杏（統計表）×

弼泉祁市１９８７京liMiliB]jIn問題怠識調洗報告醤×

3９鋸11,市１９８８鯖21,1人権問題に関する市民亜識調査結果報告茜×

4０和泉市l988jWI泉ili民愈塗調遼結果報告轡ｘ

4１大J1〔市１９８９人権問題にIlQする市民意戯訓壷結果報告密○

4２岸11ⅡｌｌｉＩｉｌ９８９岸mIUllj民人権意識調査報告轡×

4３ 
伊勢市・伊勢市IiiI和対簸促進協

議会
1”ｌ差別のない明るい２１世紀を－１司和問題に関する市民意識調充報告灘○

4４岬町・押印教育委胤会１蝿２
ひとりはみんなのためにみんなはひとりのために押目I住比人施意識i』I査粘

衆の概婆
× 

4５近江八幡市教育委貝会１９９２辺111:八幡市l司和1111題市民意識調査報告沓ｘ

4６京都r１ｊ】”２％(都nIil可１１Ⅱ911題意識閨狂報告香×

4７三亜県｝”３，１叉成４年度1両]１１１問題に閲する11L職員恵識調命報告宵ｘ

４８ｊｉＵ歌山市1995,r成６年度市民意識調査報告書×

4９栗東市教育委員会１９９６家族と結蜥に閲する意識-1995年栗東町住民意識調企○

6０伊勢Ｉｌｉｌ的７

５】二jltIIL１鯛９

心霊かな({みよい伊勢iIJを－１可和間脳にIHIするiIT民意識調代報告謀：（平成

８年ｌ吏）

人樋文化ﾎﾟﾘ造をめざす啓発と三ili県民の意織の現状-1998年度人施問麺に

|釧する三敗県民意識調代報告杏

× 

× 

5２玖都TIi20002000年度京祁市人権問題に側する意識調盃○



3６ 

資料Ⅱ接触項目と忌避的態度とのクロス集計を含む調査報告書の調査概要

番号箸者年度タイトル翻査時点母集団柚111サンプル数右効回収率調充法

I可和問題についての意

４福岡県ｌＷ８鐡調盃結果報告識〔北

九ﾅ燗冒i丹掴糟〕

1977年９月1日

～10月31日

北九州生活圏(７区、

３市、７町…1判地

）に居住する20雄

-69歳の有権者（同

和地区外）

Hf化２段系

銃抽出
２８８０ 

1,43`l票

(49.8％） 
郵送法

何和間粗についての意

５福岡県１９７８識調企結果報告書〔綱

岡生活圏編〕

1977年９月1日

～10月31ロ

槻岡生活圏（５区、

３市、９町、１村…

165地点）’二居住す

る20歳～69歳の有権

者（同和地区外）

層化２段系

銃抽出
3.300 

1654票

(50.1％） 
郵送法

同和問題についての意

６福岡県１９７８識調査結果報告書〔筑

後生活圏繕〕

筑後生活圏（６市、

1977年９月１１J８町…9MI地虞）に居層化２段系

～10月31日住する20歳～69歳の銃抽出

有権滑(同和地区外）

1２８０ 
9詔禦

(508％） 
郵送法

l可和Illl麺についての意

７福岡県1978識調査結果報告書〔筑

皇生活圏詔〕

筑留生活圏（４市、

1977年９月１日９町…34地点〉に居層化２段系

～10月31日住する20歳～69鮫の統抽111

有推考(同和地区外）

1.138(） 
976票

(51.9％） 
郵送法

大阪市民の｢同和問題）

1０大阪市１９７９に関する童識調査報告

書く資料糧＞

1977年９月１日

-10月31日

大阪iiiに居住する2０

歳～69歳の有権者

(l可和地区外）

層化２段系

統抽lll
5,000 

2756票郵送注（将

(552％〉促２回）

1２奈良県19110
1面l和IMI題意識調査結果191}0年７月31日

統計表（Ｂ謝査）～10月１３日
1面l和地lx外人ロ

患化多段柚

出
3,500 

2080栗郵送法（将

(594％）促２回）

川
llIp県教

育姿IFi会

同和問題に関する意識

1981調森結果報告評（資料

紐）

1980年10月15日山口県に居住する右層化４段系４pOO＋補

～12月11日推考（同和地区外）統抽出法足130

2672票

(“8％）＋ 

81票（623％）

郵送法（谷

促２回）

1７ 
広島県安

芸津日I

同和1M]池閏査結果統計

1981表一「1,1和１１M題」に110

する意識

1銘1年６月30Ｕ安芸津町に居住する系統抽出法1.600＋補

－８月131］有権者(同和地区外）（６分の１）足9６

LO88螺

(侭.()％）十

50熱（521％）

郷逆波（督

促２回）

2１ 

川西市.

川西市同

和対漿審

議会

川西市における「1可和

l982IlRl趣」についての恵識

鋼盃統iif表

1981年７月簗Iｌ川西市'二居住する有系統抽出法

～９Ｎ10日椛者（同和地区外）（30分の１）
2,883 

11912票郵送法（督

(674％）促２回）

3０ 
広島県患

浜可

豊浜町民の｢同和ＩＭＩ題」

1984についての意識調盃統

iif表

1984年２月６ｐ豊浜町に居住する有系統柚lLll注

～月14日権者（同和地区外）（３分の1）
883 

573票

(649％） 

郵送法（督

促２回、－

部面接調盃）

稲岡県粕

３１厘郡古iTI985

曰Ｉ

同和lM1題に関する意識1985年７月８ｐ同和地区行政区外人無作為抽出

調交報告雷～31日１１（仙昌民基本台級）（９分の１）
2.16】

1.918票

(90｣％） 
翻置法

広島県安江、島町の「【可和問題

３５芸郡江田ｌ兜５についての意織調轟」

島町報告詩

1985年２月～３

月
町内20歳以上人口

無作葛抽出

(10分の１）
1.100 

668祭

(60-7帖）
郵送法

北九ﾅfI市

３６牧育委員１９８６

会

l可和問題'二ついての北1985年７月23日北ﾌﾞL川市に屑住する

九州i17足の愈識と態度－８月６１１２０歳以上

確率比例抽

111（3000以

上の有効1.14.550

収票をえ

る）

30”】票

(789％） 
留侭法

4１大東市１９８９
人権間麺に関する市民1989年１月10,

恵鐡調森結果報告密～２月141］

lijj和地I囚外満16歳以

上69筬以iii（住民基黛作為抽出２．０００

本台帳）

1341票郵送法（督

(671％）促２回）

4３ 

伊勢ilj.差別のない明るい21世

伊勢市l可

f【Ｉ対策促
】”Ｉ

紀を－InI和'111岨に関

する市民意識渕査報告

巡協議会ｉＷ

1990年11月伊勢市居住番無作為抽出４DUO
2355票（返{葛の

〈589％）み）郵送法

5２京都市２０００
2000年度京都T1i人権''112000年111122日２０歳以上の京都市嬬

題に関する意識調企～12月10日住者

3620祭（490

府化抽出7.500％）郵送法
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図１ 福岡県調査
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友人 隣近所の人 職喝の同僚 結婚の相手 被用者

僚
」
「
身
内
の
人
の
結
婚
の
相
手
」
が
「
同
和
地
区
」
出
身
者
だ

と
わ
か
っ
た
場
合
に
「
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
親
し
く
つ
き
あ

う
」
、
お
よ
び
、
「
雇
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
」
が
「
同
和
地
区
」

出
身
者
だ
と
わ
か
っ
た
場
合
に
「
予
定
通
り
雇
う
」
と
答
え
た
人

の
割
合
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
職
場
の
同
僚
」
を
の
ぞ
く
す

べ
て
の
項
目
に
お
い
て
、
「
親
し
い
友
人
が
い
る
」
層
で
良
好
な

人
間
関
係
を
継
続
す
る
と
回
答
し
て
お
り
、
逆
に
、
「
と
く
に
な
い
」

層
で
は
良
好
な
関
係
を
継
続
し
た
い
と
す
る
割
合
が
極
端
に
低
く

な
る
。

福
岡
県
調
査
と
同
じ
枠
組
み
で
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と

し
て
、
川
西
市
調
査
（
資
料
Ｉ
、
皿
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
結
果
は

図
２
の
と
お
り
で
、
福
岡
県
調
査
と
同
様
に
、
良
好
な
関
係
を
継

続
し
た
い
と
答
え
る
割
合
は
、
何
ら
か
の
接
触
が
あ
る
層
よ
り
も
、

接
触
が
「
と
く
に
な
い
」
と
す
る
層
で
極
端
に
低
く
な
る
。

同
時
期
の
調
査
で
、
忌
避
的
態
度
を
測
定
す
る
項
目
が
異
な
る

調
査
と
し
て
、
大
阪
市
（
資
料
Ｉ
、
Ⅲ
）
、
奈
良
県
（
資
料
Ｉ
、
翌
、

山
口
県
（
資
料
Ｉ
、
型
で
の
調
査
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、

「
部
落
（
同
和
地
区
こ
出
身
の
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
場
合
、

そ
の
相
手
を
意
識
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
問
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
調
査
の
趣
旨
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
や
場
面
で
部
落
差
別
が
あ

ら
わ
れ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
意
図
が
あ
る
。
こ
の
項
目
は
複

数
回
答
で
問
わ
れ
て
い
る
が
、
各
調
査
に
お
い
て
回
答
率
が
最
も
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図２川西市調査

□親しい友人にいるロ仕率関係でいる園町内・会隣組にいる■とくにない
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図３大阪市・奈良県・山口県調査

□親しい人がいる園つきあっている人がいる■つきあっていない
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高
か
っ
た
項
目
か
ら
上
位

三
つ
と
、
接
触
に
関
す
る

項
目
を
ク
ロ
ス
集
計
す
る

と
、
図
３
の
よ
う
に
な
る
。

や
は
り
、
接
触
の
有
無
に

よ
っ
て
か
な
り
の
違
い
が

見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

つ
き
あ
い
が
な
い
人
ほ
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
お
い

て
「
意
識
す
る
」
こ
と
か

ら
、
差
別
す
る
可
能
性
が

高
い
と
推
測
で
き
る
の
で

あ
る
。

続
い
て
、
結
婚
相
手
が

「
同
和
地
区
」
出
身
者
で

あ
る
場
合
、
と
い
う
問
い

か
ら
忌
避
的
態
度
を
測
定

す
る
も
の
に
、
広
島
県
豊

浜
町
（
資
料
Ｉ
、
釦
）
、

福
岡
県
古
賀
町
（
資
料
Ｉ
、

弧
）
、
広
島
県
江
田
島
町

（
資
料
Ｉ
、
弱
）
、
福
岡
県
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３９部落マイノリテイに対する忌避・差別軽減にむけて
北
九
州
市
（
資
料
Ｉ
、
鉛
）
、
大
阪
府
大
東
市
（
資
料
Ｉ
、
い
）
、

（
５
）
 

一
二
重
県
伊
勢
市
（
資
料
Ｉ
、
⑬
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。

子
ど
も
の
結
婚
相
手
が
「
同
和
地
区
」
出
身
者
で
あ
る
場
合
、

反
対
す
る
か
ど
う
か
間
う
て
い
る
の
は
古
賀
町
（
表
１
）
、
北
九

州
市
（
表
２
）
、
伊
勢
市
（
表
３
）
の
各
調
査
で
あ
る
。
古
賀
町

調
査
で
は
、
こ
れ
ま
で
み
ら
れ
た
よ
う
な
傾
向
と
は
異
な
り
、
「
つ

き
合
っ
て
い
る
人
が
い
る
」
層
で
「
反
対
す
る
」
が
一
五
・
四
％

と
な
っ
て
お
り
、
「
い
な
い
」
層
の
二
・
八
％
を
上
回
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
最
も
友
好
関
係
が
強
い
「
親
し
い
人
が
い
る
」
層
で
半

数
を
超
え
る
五
○
・
六
％
が
「
結
婚
さ
せ
る
」
と
回
答
し
て
お
り
、

「
い
な
い
」
層
の
三
一
・
五
％
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
。
北
九

州
市
調
査
で
は
、
「
子
ど
も
の
意
志
を
尊
重
す
る
」
割
合
が
最
も

高
い
の
は
「
親
し
い
人
が
い
る
」
の
六
一
・
四
％
で
あ
り
、
「
つ

き
合
っ
て
い
る
人
が
い
る
」
（
四
四
・
八
％
）
お
よ
び
「
い
な
い
」
百

二
・
一
％
）
層
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
。
伊
勢
市
調
査
で
も
、
「
い

る
」
層
で
「
子
供
が
決
め
る
こ
と
だ
か
ら
反
対
し
な
い
」
が
二
五
・

八
％
、
「
本
人
に
あ
っ
て
気
に
入
れ
ば
反
対
し
な
い
」
が
三
五
・

三
％
と
「
い
な
い
」
層
の
そ
れ
ぞ
れ
一
四
・
九
％
、
二
四
・
九
％

を
上
回
っ
て
い
る
。
逆
に
、
「
い
な
い
」
層
で
は
「
絶
対
に
結
婚

さ
せ
な
い
」
が
一
七
・
七
％
と
、
「
い
る
」
層
の
八
・
六
％
の
倍

以
上
の
割
合
を
示
し
て
い
る
。

身
近
な
人
の
結
婚
相
手
が
「
同
和
地
区
」
出
身
者
で
あ
る
場
合
、

反
対
す
る
か
ど
う
か
間
う
て
い
る
の
は
安
芸
津
町
調
査
（
表
４
）
、

豊
浜
町
調
査
（
表
５
）
で
あ
る
。
安
芸
津
町
調
査
で
は
、
「
親
し

く
つ
き
あ
っ
て
い
る
」
層
で
「
な
に
も
し
な
い
で
な
り
ゆ
き
に
ま

か
せ
る
」
割
合
が
三
四
・
七
％
と
、
「
い
な
い
」
層
（
一
七
・
二
％
）

の
約
二
倍
で
あ
る
。
逆
に
、
「
い
な
い
」
層
で
は
「
結
婚
し
な
い

よ
う
に
話
し
あ
い
を
す
る
」
が
二
一
・
三
％
と
「
親
し
く
つ
き
あ

っ
て
い
る
」
層
（
六
・
九
％
）
の
三
倍
で
あ
る
。
豊
浜
町
調
査
に

お
い
て
も
同
様
に
、
「
親
し
く
つ
き
あ
っ
て
い
る
」
層
で
「
な
に

も
し
な
い
で
な
り
ゆ
き
に
ま
か
せ
る
」
割
合
が
一
一
一
四
・
三
％
と
「
い

な
い
」
層
（
二
一
・
四
％
）
よ
り
も
多
く
、
逆
に
、
「
い
な
い
」

層
で
は
「
結
婚
し
な
い
よ
う
に
話
し
あ
い
を
す
る
」
が
一
三
・
四

％
と
「
親
し
く
つ
き
あ
っ
て
い
る
」
層
（
五
・
九
％
）
よ
り
も
二

倍
以
上
多
く
な
っ
て
い
る
。

江
田
島
町
調
査
（
表
６
）
で
は
、
親
せ
き
の
人
の
相
手
が
「
同

和
地
区
」
出
身
者
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
問
わ
れ
て
い
る
が
、
「
親

し
く
つ
き
あ
っ
て
い
る
」
層
で
「
な
に
も
し
な
い
で
な
り
ゆ
き
に

ま
か
せ
る
」
割
合
が
二
五
・
四
％
と
「
い
な
い
」
層
（
一
二
・
九
％
）

の
約
二
倍
多
く
、
逆
に
、
「
い
な
い
」
層
で
は
「
結
婚
し
な
い
よ

う
に
話
し
あ
い
を
す
る
」
が
二
七
・
一
％
と
「
親
し
く
つ
き
あ
っ

て
い
る
」
層
（
六
・
一
％
）
の
四
倍
以
上
多
く
な
っ
て
い
る
。

大
東
市
調
査
（
表
７
）
で
は
、
自
分
の
結
婚
相
手
が
「
同
和
地

区
」
出
身
者
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
問
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま

部落解放研究NbLl5620042



4０ 

表１子どもの結婚相手が「同和地区」出身者である場合（古賀町）

表２子どもの結婚相手が「同和地区」出身者である場合（北九州市）

表３子供の結婚相手が「同和地区」出身者である場合（伊勢市）

表４身内の人や親しい人の結婚相手が「同和地区」出身者である場合（安芸津町）

表５身近な人の結婚相手が「同和地区」出身者である場合（豊浜町）

５９％２０％ 

４％ 

「可

L｣ 

表６親せきの人の結婚相手が「同和地区」出身者である場合（江田島町）

古賀町 回答者数 反対する
しかたがな
し、

結姉させる分からない艇答

親しい人がいる

つき合っている人がいる

いない

241 

344 

1048 

10.4％１５４％・506％216％２１％

15.4％２３０％２９７％２８８％３２％ 

118％17.2％３L5％３６５％３」％

北九州市
子どもの意

る
を尊重す

親しい人がいる

つき合っている人がいる

いない ％％％ ４８１ １４２ ６４４ 

伊勢市

子供が決め本人にあつ
ることだかて気に入れ
ら反対しなば反対しな
し、し、

子供の意志
が固ければ
仕方ない

親せきや家
族が反対す
れば結雛さ
せない

相手から断
るようにし
むける

絶対に結婚
させない

その他

親しくつきあっている人がいる

つきあっている人にはいない

2589635.3％２０１％４９％12％８６％４１％ 

149％２４９％２３４％１０５％２５％１７．７９６６１％ 

安芸津町 回答者数
そのときで

その他ないとわか無回答
らない

ぜひ綿鮒す
るようにiiB
し合いをす
る

いしるな話すしにを婚うい結よあなゆせしりかもなまにでにないきる
親しくつきあっている人がいる

つきあっている人がいる

つきあっていない

いるかどうか、不明

Ｍ4 

417 

3“ 

161 

347％６９％４９％８３％37.5％7.6％ 

276％11.8％1.9％3.6％516％3.6％ 

172％２１３％１」％1.9％55.5％3.0％

18.0％8.1％－３」％55.3％155％

豊浜町 回答者数 答回鉦へでかきわとといのいなそなら他のそす繭す鮒にを緒ういひよ合ぜるしるいしるな話すしにを婚うい緒よあなゆせしりかもなまにでにないきる
親しくつきあっている人がいる

つきあっている人がいる

つきあっていない

いるかどうか､不明 似ｕ皿蝸１２１１ 
3`１３％５９％６９％2.0％41.2％９８％ 

27096８５％２８％588％２８％ 

21.4％13.4％2.7％５７」％５４％

17.6％２７％07％５８」％２０９％

江田島町 回答者数
なりゆきに結蛎しない結鮒するよ
まかせるよう話すう話す

その他わからない無回答

親しくつきあっている

つきあっている

つきあっていない

地Ⅸの人かどうか知らない

114 

203 

7０ 

221 

25.4％6.1％9.6％６」％52.6％9.8％

17.7％13.896４９％6.9％５(i,7％２８％ 

12.9％27.1％Ｏ()％00％６００％5.4％ 

19.5％5.4％５９％９０％602％２０９％ 



４１部落マイノリテイに対する忌避・差別軽減にむけて

表７自分の結婚相手が「同和地区」出身者である場合（大東市）

表８接触度との順位相関係数（京都市）

0.191… 

0.13… 

0226．＊ 

0.146牛。

0.103… 

同和１Ｍj題への関心

人権問題の解決意志

同対審答申謬知

結硲忌避的態胚

就職差別的態度

｢就職差別的態度」のみ「わからない」を２，「そう思わない」を３に円コーディング。

｢接触度」については、「接触大」をｌ、「接触小」を２，「接触なし」を３としている。

ｗは、１％水堆で有意（両側）

１
２
３
 

注
注
注

で
の
傾
向
と
は
若
干
異
な
る
。
「
自
分
の
意
志
を
貫
い
て
結
婚
す

る
」
と
回
答
す
る
割
合
が
、
「
つ
き
あ
っ
て
い
る
人
が
い
る
」
層
（
二

○
・
八
％
）
と
、
「
い
な
い
」
層
（
一
二
・
四
％
）
で
ほ
ぼ
同
様
の

数
値
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
結
婚
し
な
い
」
と
回
答
す
る

割
合
は
、
「
つ
き
あ
っ
て
い
る
人
が
い
る
」
層
の
七
・
五
％
よ
り
も
、

「
い
な
い
」
層
で
二
一
二
・
二
％
と
一
一
一
倍
以
上
の
値
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
概
観
し
た
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
接
触
と
忌
避
的
態
度
の

ク
ロ
ス
集
計
を
見
る
限
り
で
は
、
「
接
触
」
が
あ
れ
ば
部
落
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
集
団
に
対
す
る
忌
避
的
態
度
を
と
る
割
合
は
低
く
な

り
、
逆
に
、
「
接
触
」
が
な
け
れ
ば
忌
避
的
態
度
を
と
る
割
合
が

高
く
な
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
因
果
関
係
の
問
題
が

残
り
、
「
接
触
」
が
あ
る
か
ら
忌
避
的
態
度
を
と
ら
な
い
の
か
、

忌
避
的
態
度
を
と
ら
な
い
か
ら
「
接
触
」
が
あ
る
の
か
ど
う
か
は

明
ら
か
に
は
な
ら
な
い
。
と
は
い
え
、
大
局
的
に
見
れ
ば
、
「
接
触
」

に
よ
っ
て
忌
避
的
態
度
が
高
ま
る
可
能
性
は
低
く
、
逆
に
忌
避
的

態
度
を
解
消
す
る
可
能
性
が
高
い
。

前
項
の
知
見
を
ふ
ま
え
て
、
以
下
で
は
筆
者
が
調
査
設
計
・
分

析
に
参
加
し
た
京
都
市
調
査
（
資
料
Ｉ
、
堅
の
デ
ー
タ
を
用
い
、

同
様
の
検
討
を
行
う
。

「
接
触
」
の
度
合
い
に
よ
っ
て
態
度
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
兇

２
二
○
○
○
年
度
京
都
市
調
査
の
分
析

部落解放研究Nol5620042

大火Tli 回答者数
自分の意志
を貫いて結
婚する

親の説得に
全力を傾け
たのちに、
結婚する

結鮒しない
(家族の者や
親せきの反
対があれば、
結幡しない.
絶対に結蜥
しない）

その他・わ
からない

わからない

つきあっている人力くいる

つきあっている人はいない

同in地区の人がいるかと'うか
わからない

5３ 

５６ 

１９７ 

20.8％39.6％7.5％３２｣％526％ 

21.4％19.6％23.2％35.8％56.7％ 

168％35.096１０２％38096600％ 



4２ 

資料Ⅲ 京都市調査、問と回答肢

ら
れ
る
か
、
分
析
を
行
う
た
め
に
、
「
あ
な
た
に
は
部
落
出
身
の

友
人
や
知
人
が
い
ま
す
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
「
い
な
い
、

又
は
分
か
ら
な
い
」
（
六
七
・
二
％
）
を
「
接
触
な
し
」
、
「
親
し

い
と
は
い
え
な
い
が
い
る
」
（
二
三
・
九
％
）
を
「
接
触
小
」
、
「
親

し
く
付
き
合
っ
て
い
る
人
が
い
る
」
（
八
・
九
％
）
を
「
接
触
大
」

と
し
、
こ
れ
ら
を
接
触
度
と
し
て
検
討
を
行
う
。
「
家
族
・
親
族

が
い
る
（
私
自
身
部
落
出
身
で
あ
る
三
と
回
答
し
た
七
九
人
は
、

回
答
者
本
人
が
部
落
出
身
者
で
あ
る
場
合
と
、
部
落
外
出
身
の
回

答
者
お
よ
び
そ
の
親
族
が
部
落
出
身
者
と
結
婚
し
た
場
合
の
二
通

り
の
解
釈
が
可
能
な
た
め
、
分
析
か
ら
除
外
し
て
い
る
。

接
触
度
と
、
「
同
和
問
題
へ
の
関
心
」
（
資
料
Ⅲ
、
Ａ
）
、
「
人
権

問
題
の
解
決
意
志
」
（
資
料
Ⅲ
、
Ｂ
）
、
「
同
対
審
答
申
認
知
」
（
資

料
Ⅲ
、
Ｃ
）
、
「
結
婚
忌
避
的
態
度
」
（
資
料
Ⅲ
、
Ｄ
１
②
）
、
「
就
職

差
別
的
態
度
」
（
資
料
Ⅲ
、
Ｅ
）
と
の
順
位
相
関
係
数
を
示
し
た

も
の
が
表
８
で
あ
る
。
こ
れ
ら
全
て
の
項
目
に
関
し
て
、
接
触
度

と
の
統
計
的
に
有
意
な
差
が
み
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
以
下
の
よ
う

な
こ
と
が
わ
か
る
。
接
触
度
が
高
い
人
ほ
ど
、
同
和
問
題
へ
の
関

心
が
高
く
、
人
権
問
題
の
解
決
に
積
極
的
で
あ
り
、
「
同
対
審
答

申
認
知
」
率
も
高
い
。
「
結
婚
忌
避
的
態
度
」
で
は
、
結
婚
を
忌

避
し
な
い
傾
向
に
あ
り
、
「
就
職
差
別
的
態
度
」
に
お
い
て
も
就

職
差
別
に
対
し
て
不
当
だ
と
答
え
る
傾
向
に
あ
る
。

以
上
の
結
果
、
接
触
度
の
高
さ
は
、
結
婚
忌
避
的
態
度
の
解
消

Ａ：同和ＩＭＩ題へのllLI心

｢次にあげた人権問題について，あなたはどの程度Illj心が

ありますか｡」のうちの「同和問題」について
｢１脚`L､がある」「２少し関心がある」「３関心がない」

から－つ選択。．

Ｂ：人権問題の解決意志

「あなたは，人施問題の解決のためにどのようなことをし
ようとお考えですか。あなたのお考えに近いものを-つ選

んでください｡」

｢１Ｈ常生活の中でなにかできることを考え．できるとこ

ろから行動したい」「２なにかしなければとは思うが．な
にをしてよいのかわからない」「３日分には関係が無いの

で特になにかをしようとは思わない」から一つ選択。

Ｃ：同対審答巾認知

｢あなたは次のような出来事を知っていますか．」のうちの

｢同和問題の解決は国の責務であり．同時に国民的課題であ

るとした|司和対策審議会蒋申が出された」について

｢１知っている」「２少しは知っている」「３知らない」

から一つ選択

、：結婚忌避的態度

、‐①：「あなたにお子さんがいた場合，お子ざんの結蛸相
手として．どのような条件を重視しますか。相手が女性の

場合と男性の場合のＩｌＬｊ方についてそれぞれ３つ選び，かつ
こ内に番芳を記入してください｡」

｢職業」「性格」「学歴」「収入・財産」「身な'）・容姿」「教

鍵・センス」「思想・信条」「行動力・実行ﾉj」「趣味・特技」
｢健LK状況」「家庭環焼」「家耶能ﾌﾞJ」のうち、相手が女性の

場合、男性の場合それぞれについて三つ選択。

、-②：「選んだ条件を満たしているお丁･ざんの結蟠相手が．

次のような人であった場合．あなたはどのような態度をと

ると思いますか｡」に対する「I可和地区出身者」について

「１問題にしない」「２親としては反対だが．子どもの意

志が堅ければ仕方がない」「３考えなおすように言う」か
ら一つ選択。

Ｅ：就職差別的態度

｢仕乖をする能力が充分あるにもかかわらず、次のような
人が採111を拒否きれた場合．あなたはどう思われますか。

それぞれ－つ選んでください｡」に対する「同和地区出身者」
について

｢１不当だと思う」「２不当だとは魁わない」「３わから

ない」から一つ選択。

Ｆ：被差別体験

｢あなたは他人から差別的な扱いを受けたことがあります
か゜」

｢１ある」「２ない」から－つ選択。



４３部落マイノリテイに対する忌避・差別軽減にむけて

部
落
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
偏
見
・
忌
避
を
軽
減
す
る
要
因

と
し
て
、
お
お
む
ね
「
接
触
仮
説
」
は
支
持
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

部
落
出
身
者
と
の
「
接
触
」
す
な
わ
ち
、
つ
き
あ
い
が
ま
っ
た
く

な
い
こ
と
は
、
忌
避
・
差
別
の
解
消
に
向
け
て
も
っ
と
も
消
極
的

な
方
向
に
し
か
働
か
な
い
。
し
か
し
、
今
回
の
分
析
に
お
い
て
は

限
界
も
見
ら
れ
る
の
で
、
今
後
研
究
す
べ
き
課
題
を
三
つ
、
指
摘

し
て
お
く
。

第
一
に
、
「
接
触
」
と
忌
避
的
態
度
と
の
因
果
関
係
の
問
題
は
、

数
量
的
な
調
査
設
計
で
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ

の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
恒
常
的
に
接
触
が
行
わ
れ

て
い
る
よ
う
な
場
で
、
質
的
な
調
査
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
二
に
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
に
部
落
出
身
者
を
部
落
出
身
者
と

だ
け
で
な
く
、
同
和
問
題
へ
の
関
心
や
認
知
、
人
権
問
題
へ
の
解

決
意
志
、
就
職
差
別
的
態
度
に
も
積
極
的
な
影
響
を
与
え
る
可
能

性
が
示
唆
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
接
触
仮
説
」
は
本
調
査
に
お
い

て
も
支
持
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
因
果
関
係
の
問
題
が
残

る
が
、
少
な
く
と
も
京
都
市
民
を
対
象
に
し
た
本
調
査
で
は
、
「
接

触
」
が
忌
避
を
生
み
出
す
の
で
は
な
く
、
忌
避
的
態
度
を
解
消
す

る
働
き
を
し
て
い
る
と
指
摘
で
き
よ
う
。

三
本
論
文
の
知
見
と
今
後
の
分
析
課
題

み
な
し
て
い
る
の
か
、
そ
う
し
た
研
究
の
蓄
稜
も
少
な
い
。
今
回

行
っ
た
検
討
に
お
い
て
も
、
調
査
対
象
者
が
い
か
な
る
理
由
で
「
同

和
地
区
出
身
者
」
を
「
同
和
地
区
出
身
者
」
で
あ
る
と
み
な
し
て

い
る
の
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く
、
地
域
を

指
標
と
し
て
認
識
す
る
、
あ
る
い
は
部
落
出
身
者
か
ら
の
カ
ミ
ン

グ
ア
ウ
ト
に
よ
っ
て
認
識
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
場
合
に
よ
る
と
、

調
査
対
象
者
が
部
落
出
身
者
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
だ
け
で
、

そ
う
み
な
さ
れ
て
い
る
人
が
部
落
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
ち
合

（
６
）
 

わ
せ
て
い
な
い
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
「
部
落
民
」
概
念

の
再
検
討
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
と
と
も
に
一
九
九
○

年
代
以
降
の
部
落
問
題
の
大
き
な
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る

が
、
調
査
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
検
証
さ
れ
て
お
ら
ず
、

部
落
問
題
研
究
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

第
三
に
、
「
接
触
仮
説
」
が
支
持
さ
れ
る
な
ら
ば
、
接
触
を
高

め
る
よ
う
な
条
件
の
解
明
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ど

の
よ
う
な
層
の
人
々
が
部
落
出
身
者
と
出
会
っ
て
い
る
の
か
を
明

ら
か
に
し
、
そ
こ
か
ら
出
会
い
の
チ
ャ
ン
ス
を
広
げ
て
い
く
た
め

の
方
法
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
ど
の
よ

う
な
人
が
、
ど
の
よ
う
に
部
落
出
身
者
と
出
会
っ
て
い
る
の
か
、

そ
う
し
た
視
点
か
ら
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
た
だ
、
地
理
的

な
近
接
性
や
、
学
歴
・
職
業
・
社
会
経
済
的
階
層
の
同
質
性
が
、

出
会
い
の
チ
ャ
ン
ス
を
左
右
し
て
い
る
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら

部落解放研究 NoL15620042 



4４ 

１
部
落
問
題
と
接
触
の
条
件

本
論
文
で
確
認
し
た
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
部
落
外
マ
ジ
ョ
リ
テ

ィ
と
部
落
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
の
つ
き
あ
い
の
有
無
と
程
度
を
「
接

触
」
と
読
み
替
え
て
の
検
討
で
あ
り
、
オ
ル
ポ
ー
ト
ら
が
指
摘
し

た
他
の
条
件
を
統
制
し
た
上
で
の
分
析
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
で

は
、
オ
ル
ポ
ー
ト
の
指
摘
し
た
他
の
条
件
は
現
代
「
日
本
社
会
」

に
お
い
て
整
備
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。

残
念
な
が
ら
、
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
な
、
①
対
等
な
地
位
や

③
制
度
的
な
支
援
、
と
い
う
条
件
が
整
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

差
別
は
な
く
な
っ
て
お
ら
ず
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
に
お

い
て
も
対
等
な
地
位
が
保
障
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
し
、
社

会
経
済
的
な
不
平
等
状
態
も
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
対
す
る

制
度
的
な
支
援
は
、
同
和
対
策
事
業
や
同
和
教
育
な
ど
に
よ
り
、

一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
依
然
と
し

れ
よ
う
。
こ
れ
ら
人
と
人
と
の
つ
き
あ
い
に
関
す
る
研
究
と
し
て

（
７
）
 

は
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
が
あ
る
が
、
部
落
問
題

研
究
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
の
視
点
は
、
今
後
の
調
査
課
題
と
し
て

重
要
だ
と
思
わ
れ
る
。

四
「
接
触
仮
説
」
と
部
落
問
題

本
論
文
の
知
見
か
ら
、
部
落
出
身
者
と
の
「
接
触
」
が
な
い
人

は
、
忌
避
的
態
度
を
と
り
や
す
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ

の
知
見
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
政
策
的
に
も
、
部
落
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
と
部
落
外
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
の
積
極
的
な
「
接
触
」
の
場
を

構
築
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
提
言
を
行
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

し
か
し
、
オ
ル
ポ
ー
ト
の
提
言
を
受
け
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で

行
わ
れ
た
統
合
学
校
や
強
制
バ
ス
通
学
な
ど
の
行
政
主
導
に
よ
る

政
策
は
、
し
だ
い
に
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
か
ら
の
批
判
を
受
け
る
こ
と

と
な
り
、
さ
ら
に
は
そ
の
政
策
的
効
果
に
つ
い
て
さ
え
も
再
検
討

て
部
落
問
題
は
タ
ブ
ー
に
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
タ
ブ
ー
の
ま
ま

で
は
、
「
無
知
は
偏
見
を
助
長
す
る
」
（
の
〔
ｇ
宮
口
陣
の
［
の
目
目

己
置
も
圏
函
）
と
い
う
研
究
か
ら
も
、
問
題
が
解
決
し
な
い
可
能

性
は
非
常
に
高
い
。
部
落
問
題
に
関
す
る
積
極
的
な
議
論
が
で
き

て
し
か
る
べ
き
制
度
的
な
支
援
が
必
要
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
②
共

通
の
目
標
や
④
集
団
間
の
協
力
に
つ
い
て
は
、
学
校
に
お
け
る
同

和
教
育
の
取
り
組
み
や
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
連
動
な
ど
、
そ
れ

ら
の
条
件
が
整
っ
て
い
る
、
ま
た
は
雛
い
つ
つ
あ
る
領
域
は
存
在

す
る
が
、
奥
田
（
前
掲
）
が
若
干
触
れ
て
い
る
ほ
か
は
、
そ
れ
ら

の
効
果
を
測
定
す
る
実
証
的
な
研
究
は
見
ら
れ
な
い
。
今
後
、
接

触
仮
説
の
知
見
を
踏
ま
え
た
う
え
で
の
調
査
が
必
要
と
な
る
。

２
「
接
触
仮
説
」
の
可
能
性



４５部落マイノリテイに対する忌避・差別軽減にむけて
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る
〈
ｏ
ｍ
ｇ
Ｂ
ｏ
Ｈ
の

①
Ｐ
」
＄
①
Ⅱ
二
○
○
○
、
一
二
四
～
一
二
五
頁
）
。
日
本
に
お
い
て
も
、

今
後
同
様
の
政
策
を
と
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
黒
人
と
は
異
な
り
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
「
日
本
人
」
と
身

体
的
な
差
異
が
見
ら
れ
ず
、
文
化
的
差
異
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

い
部
落
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
部
落
外
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
が
「
接
触
」
す

る
た
め
に
は
、
部
落
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
存
在
を
何
ら
か
の
形
で
顧

在
化
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
必
然
的
に
当
事
者
の

カ
ム
ァ
ウ
ト
が
必
要
と
な
る
。
だ
が
、
当
事
者
に
カ
ム
ア
ウ
ト
を

迫
る
だ
け
で
、
部
落
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
存
在
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を
承
認
で
き
る
だ
け
の
社
会
体
制
が
整
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
結

果
的
に
カ
ム
ア
ウ
ト
し
た
部
落
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
被
差
別
者
と
し

て
社
会
的
に
孤
立
さ
せ
、
ス
テ
ィ
グ
マ
を
付
与
し
続
け
る
こ
と
に

も
な
り
か
ね
な
い
。

だ
が
一
方
で
、
近
年
、
太
鼓
の
文
化
運
動
な
ど
、
部
落
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
主
体
的
か
つ
積
極
的
に
打
ち
出
し
た
運
動
が
各

地
で
広
ま
り
つ
つ
あ
る
（
浅
居
、
二
○
○
一
／
二
○
○
二
）
。
こ
う

し
た
太
鼓
の
文
化
運
動
が
意
味
す
る
も
の
は
、
そ
れ
だ
け
、
部
落

解
放
運
動
が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
場
と
し
て

機
能
し
、
肯
定
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
醸
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
、

そ
し
て
そ
れ
を
引
き
継
い
で
い
こ
う
と
し
て
い
る
人
々
が
存
在
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
部
落
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
積
極
的

注（
１
）
こ
こ
で
「
部
落
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
と
表
現
す
る
こ
と
の
含
意
は
、

部
落
出
身
者
個
人
に
対
す
る
偏
見
の
解
消
で
は
な
く
、
部
落
マ
ィ

ノ
リ
テ
ィ
集
団
に
対
す
る
忌
避
・
差
別
を
軽
減
す
る
た
め
の
可
能

性
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
が
た
め
で
あ
る
。

（
２
）
た
だ
し
、
「
接
触
仮
説
」
に
つ
い
て
は
様
々
な
問
題
点
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
接
触
す
る
か
ら
偏
見
が
減
少
す
る
の
か
、

そ
れ
と
も
偏
見
を
持
た
な
い
か
ら
接
触
す
る
の
か
と
い
う
川
染
関

係
の
問
題
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
ペ
テ
ィ
グ

ル
ー
（
」
ｇ
⑭
）
を
参
照
。

に
価
値
付
け
よ
う
と
す
る
こ
れ
ら
の
運
動
が
広
が
り
を
見
せ
る
こ

と
で
、
部
落
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
存
在
が
、
差
別
的
な
意
味
合
い
で

な
く
、
積
極
的
な
意
味
合
い
で
顕
在
化
す
る
可
能
性
が
開
か
れ
つ

つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

効
果
的
な
「
接
触
」
を
可
能
と
す
る
た
め
に
は
、
部
落
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
存
在
が
、
積
極
的
な
意
味
合
い
で
顕
在
化
で
き
る
か
ど

う
か
、
も
う
一
方
で
は
、
部
落
外
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
が
、
部
落
マ
ィ

ノ
リ
テ
ィ
の
存
在
を
ど
の
よ
う
に
受
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど

う
か
、
言
い
換
え
れ
ば
、
「
部
落
」
と
い
う
多
様
性
を
ど
の
よ
う

に
承
認
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
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4６ 

（
３
）
部
落
問
題
に
関
す
る
調
査
報
告
書
の
所
蔵
点
数
に
お
い
て
は
日

本
有
数
の
規
模
で
あ
る
大
阪
市
立
大
学
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
二
○
○
○
年
ま
で
に
収
集
さ
れ
た
部
落
外

住
民
を
対
象
と
し
た
意
識
調
査
報
告
書
四
五
○
点
か
ら
、
部
落
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
と
の
つ
き
あ
い
に
つ
い
て
間
う
て
い
る
報
告
書
を
抽

出
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
当
セ
ン
タ
ー
に
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
も
の
、

お
よ
び
二
○
○
○
年
以
降
に
発
行
さ
れ
た
他
の
報
告
書
に
つ
き
あ

い
を
問
う
た
項
目
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。
そ
れ
ら
の

収
集
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
４
）
ク
ロ
ス
集
計
表
は
北
九
州
・
福
岡
・
筑
後
・
筑
豊
の
地
域
ご
と

に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
再
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
「
家
族
に
い
る
」
「
親
戚
が
い
る
」
は
、
部
落
出
身
者
で
あ

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
に
、
分
析
か
ら
除
外
し
て
い
る
。

（
５
）
栗
東
町
調
査
（
資
料
Ｉ
、
⑬
）
に
お
い
て
も
同
様
の
問
い
が
用

い
ら
れ
て
い
る
が
、
特
定
の
箇
所
の
み
ク
ロ
ス
集
計
が
行
わ
れ
て

い
る
た
め
、
分
析
か
ら
除
外
し
た
。

（
６
）
部
落
民
の
概
念
規
定
の
困
難
さ
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
野

口
（
二
○
○
○
）
を
参
照
。

（
７
）
例
え
ば
、
松
本
（
一
九
九
五
）
、
大
谷
二
九
九
五
）
、
森
岡
（
二

○
○
二
）
ら
の
研
究
を
参
照
。
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